
2011 年 早稲田大学教育学部 英語Ⅳ---その２

It were だから「仮定法」であることが分かる。教科書的に考えれば、ｃかｅ。mind と care の基本動詞の意

味は？「気にする」か「気にしない」。否定になっていることに注意。「もし～であっても気にしないが・・・」

ということが、but以下の文節につながっていることからわかる。正解はｃ。基本動詞の基本的な意味と語

法はしっかり押さえるおくべき。

注）take life 人生を考える with a pinch of salt加減して、割引して、控えめに ＜take life easy 人生をのんきに考え

る

maybeを受けることを考えると、以下に butを想定できる。ａ、ｃか？Explainする内容が間接疑問文として

以下に並ぶので、主節がｗｈｙから始まる特殊疑問文は考えにくい。can you explain ... 倒置になるのは副

詞句がある場合も起こる。ここでは、in that caseがそれにあたり、矛盾しない。

b.は「順接」であること、howが×。d.は接続詞 sinceで、副詞節になると主節が前文、maybe you're right

になってします。また whenもおかしい。ｅ．は can youの倒置になる説明ができない。

注）flagrant defiance =あからさまに無視すること

「電話で」は、by phone あるいは on the phone。これに引きずられて、carry conversations on cellular



phone とするとアウト。「会話をする」＝carry on conversations が出てくるかどうかがカギ。cycling は分詞

で、while cycling。

Why から始まる文であるからといって、間接疑問文なので倒置にしないこと。

(why) they carry on cellular phone conversations while cycling

自転車に乗りながら、携帯をかけている、という場面。

（そんな風に）歩行者が考える傾向があっても当然、という文章の流れをつかんで考えることになるのか・・・・？

その点が分かれば迷いなく選べるのだが・・・・

それが分からないときにどう対応すればいいか？ ｂ，ｅはまず×。ｃ．は thatの指すものが不明。ａ．how～

have a tendency to (do) ...(「どのように傾向を持つか」「傾向の持ち方」)では、意味にならない。

解答案：


